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1.  21年4月期の連結業績（平成20年5月1日～平成21年4月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年4月期 11,284 △4.5 575 △11.0 614 △7.2 41 △85.9
20年4月期 11,811 4.4 646 60.6 662 56.8 293 56.1

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

21年4月期 1,025.10 ― 2.3 12.7 5.1
20年4月期 6,758.40 ― 16.5 13.4 5.5

（参考） 持分法投資損益 21年4月期  8百万円 20年4月期  △12百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年4月期 4,660 1,888 38.2 44,941.57
20年4月期 5,015 1,961 35.8 43,823.65

（参考） 自己資本   21年4月期  1,779百万円 20年4月期  1,796百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

21年4月期 141 37 △97 620
20年4月期 345 △531 △146 539

2.  配当の状況 

 

1株当たり配当金 配当金総額
（年間）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

20年4月期 ― ― ― 700.00 700.00 29 10.4 1.7
21年4月期 ― ― ― 700.00 700.00 29 68.3 1.6
22年4月期 

（予想）
― ― ― 700.00 700.00 11.1

3.  22年4月期の連結業績予想（平成21年5月1日～平成22年4月30日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率） 

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

5,700 △3.8 280 △4.4 280 △13.2 120 △29.7 3,031.37

通期 12,000 6.3 600 4.2 600 △2.3 250 503.7 6,318.36
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  有  

（注）詳細は、９ページ「企業集団の状況」をご覧ください。 

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変
更に記載されるもの） 

（注）詳細は、22ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、28ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

新規 1 社 （ 社名 株式会社テンポス情報館 ） 除外 2社 （ 社名 株式会社テンポス店舗（新宿・横浜） ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年4月期  47,716株 20年4月期  47,716株
② 期末自己株式数 21年4月期  8,130株 20年4月期  6,855株

（参考）個別業績の概要 

1.  21年4月期の個別業績（平成20年5月1日～平成21年4月30日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年4月期 7,966 △2.6 594 △2.7 623 △1.0 157 △35.0
20年4月期 8,180 △0.1 611 22.9 629 22.1 242 △20.5

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

21年4月期 3,853.92 ―
20年4月期 5,511.32 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年4月期 3,935 1,937 49.2 48,948.37
20年4月期 4,097 1,844 45.0 44,486.10

（参考） 自己資本 21年4月期  1,937百万円 20年4月期  1,844百万円

2.  22年4月期の個別業績予想（平成21年5月1日～平成22年4月30日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件については、３ページ「１．経営成績（１）経営成績に関する
分析」をご覧ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

3,700 △12.2 270 △11.1 280 △12.5 110 △36.6 2,746.57

通期 7,800 △2.0 570 △4.1 590 △5.3 230 46.0 5,742.82
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①当期の概況 

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は当社（株式会社テンポスバスターズ）及び、子会社7社、

関連会社2社により構成されており、中古厨房機器の販売、飲食店向け内装工事請負、飲食及びその周辺

事業者向けファンドの管理・運用、厨房機器のリース及びクレジットの取りまとめ、中古事務機器の販

売、飲食店舗における内装工事の設計・施工を主たる業務としております。 

（飲食店向け機器販売事業） 

飲食店向け機器販売店舗3店舗とインターネット販売を併営する株式会社テンポハンズにおきましては、

インターネット販売を前期より売上高36％増、営業利益41％増と伸ばし売上高３億58百万円を計上するこ

とができました。この結果、同社は売上高７億24百万円、営業利益13百万円となりました。 

 当社のＰＯＳレジ販売などの情報機器販売部門におきましては、より迅速な経営判断と業績の拡大のた

めに、株式会社テンポス情報館として平成20年11月に子会社化いたしました。株式会社テンポス情報館

は、売上高２億31百万円、営業利益12百万円を計上しております。 

 当社におきましては、新店舗として平成21年3月に大都市圏における300坪程度の小規模店舗のテストケ

ースとして、千葉県柏市に柏店を開店いたしました。これまでと異なる営業時間や人員構成等で運営し今

後の出店戦略の加速化に拍車をかける仕組み作りに取り組んでおります。 

 なお、大手外食産業における昨今の不況の影響は、リサイクル品買取増加という形の好材料として来季

に期待ができると見込んでおります。当社は、売上高75億13百万円、営業利益５億93百万円となりまし

た。 

 この結果、同事業の売上高は84億69百万円（前期比3.3％増）、営業利益６億20百万円（同2.1％減）と

なりました。 

（内装工事請負事業） 

 株式会社ハマケンにおきましては、現在の外食産業を取り巻く景況感の不安から来る工事受注件数の減

少を余儀なくされ、売上高の大幅な減少となりました。その対策と致しまして各経費の見直し、資材の合

同仕入での粗利率の改善等を行いましたが、損失を吸収できるだけの成果を上げることはできず、前期に

続いて赤字での計上となりました。この結果、同事業の売上高は15億19百万円（同15.0%減）、営業損失

は54百万円となりました。 

（リース・クレジット取扱事業） 

 株式会社テンポスファイナンスにおきましては、当社グループの中でも不況の影響を最も大きく受ける

業態のひとつであるとの認識から、人件費の見直し等を早期に行い経費削減に努めてまいりましたが、与

信判断の厳格化による売上高の減少等があり、収益の改善にはつながりませんでした。この結果、同事業

の売上高は８億19百万円（同39.9％減）、営業利益15百万円（同45.8％減）となりました。 

（その他の事業） 

 サンドイッチチェーン16店舗（ＦＣ11店舗含む）を展開する株式会社ビクトリーにおきましては、新規

出店及び新メニューの開発等により、売上高２億55百万円、営業利益7百万円を計上いたしました。 

 また、株式会社テンポスファイナンスのサブリース事業に関しましては、売上高１億70百万円、営業損

失12百万円を計上いたしました。 

 この結果、同事業の売上高は４億76百万円（同3.9％増）、営業損失は５百万円となりました。 

  

1. 経営成績

(1) 経営成績に関する分析
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以上の状況により当事業年度の連結売上高は112億84百万円（前事業年度比4.5%減）、営業利益５億75

百万円（同11.0%減）、当期純利益は41百万円（同85.9%減）となりました。 

  

（来期の見通し） 

 平成22年度の業績の予想としましては、当社グループ全体での総合飲食業支援を引き続き行い、グルー

プ会社の業績の回復に注力してまいります。 

 飲食店向け機器販売事業につきましては、当社代表取締役社長森下和光が営業本部長を兼任いたしま

す。これにより全国でのさらなる意思統一及びこれまで以上に各エリアごとの担当ＳＶとの密な指示、連

絡、訓練等を行うことが可能になり、「お客様のお役に立つテンポス」を作り上げるという目標のもと、

第２創業期であるとの覚悟で事業の展開を行ってまいります。 

 内装工事請負事業及びリース・クレジット取扱事業につきましては、当社グループ内でも現在の不況の

影響を大きく受ける事業ではありますが、当グループ全体を通してのシナジー効果と個々の経費削減を持

って、業績の回復を図ってまいります。 

 その他の事業につきましては、サブリース事業の仕切り直しと、サンドイッチチェーンの新規出店を見

込み、今期よりさらなる飛躍を遂げる見通しであります。 

 売上高につきましては、上記の販売力増加のための組織改編、グループ全体での相乗効果を見越し、今

期112億84百万円から来期120億円と前期比6.3%増の見通しをたてております。 

 営業利益及び経常利益につきましては、主たる事業である飲食店向け機器販売事業及び内装工事請負事

業において、さらなる経費の削減及び綿密な原価管理を行うことにより収益構造の改善を行ってまいりま

す。それにより、今期営業利益５億13百万円から来期６億円と前期比17.0%増、今期経常利益５億52百万

円から来期６億円と前期比8.7%増の見通しをたてております。 

 当期純利益につきましては、上記のとおり営業利益、経常利益の改善及び今期は今期のみの投資有価証

券の評価損を計上していることもあり、今期41百万円から、来期２億50百万円510%増の見通しをたててお

ります。 
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当連結会計年度における財政状態及び経営成績の分析は、以下のとおりであります。 

(1) 財政状態の分析 

(流動資産) 

当連結会計年度における流動資産の残高は24億32百万円となり、前連結会計年度に比べ33百万円減少いた

しました。主な内訳は受取手形及び売掛金が44百万円、短期貸付金が86百万円、繰延税金資産が32百万円

減少しましたが、現金及び預金で81百万円、たな卸資産で63百万円の増加にとどまったことによるもので

あります。 

(固定資産) 

当連結会計年度における固定資産の残高は22億28百万円となり前連結会計年度に比べ３億22百万円減少い

たしました。主因は、繰延税金資産で83百万円の増加がありましたが、のれんで93百万円、投資有価証券

で２億73百万円の減少があったことによります。 

(流動負債) 

当連結会計年度における流動負債の残高は17億90百万円となり、前連結会計年度に比べ２億13百万円減少

いたしました。主な内訳は、役員退職慰労引当金85百万円、短期借入金50百万年、未払法人税等が50百万

円減少等したことによるものであります。 

(固定負債) 

当連結会計年度末日における固定負債の残高は９億81百万円となり前連結会計年度に比べ68百万円減少い

たしました。内訳は長期借入金で47百万円、長期未払金で27百万円の減少によるものであります。 

(純資産) 

当連結会計年度における純資産の残高は18億88百万円となりました。内訳は、資本金５億９百万円、資本

剰余金４億72百万円、利益剰余金16億19百万円となっております。また自己株式を35百万円取得した為に

残高は８億21百万円となっております。少数株主持分は前連結会計年度に比べ54百万円減少して、１億９

百万円となっております。 

(2) 経営成績の分析 

(売上高) 

当連結会計年度における売上高は112億84百万円となり、前連結会計年度に対し５億27百万円減少いたし

ました。飲食店向け厨房器具販売の事業は、親会社では情報機器部門の子会社化による影響で売上高の若

干の減少が見られましたが、子会社の健闘により前連結会計年度に対し3.3％増加の売上高となりまし

た。しかし、内装工事受請事業のハマケンで２億68百万円の減少、リース・クレジット事業で５億44百万

円の減少等で全体では上記の減少となっております。 

(売上総利益) 

当連結会計年度における売上総利益は38億９百万円となり前連結会計年度に比べ１億65百万円減少してお

ります。主な原因は売上高の減少によるものです。 

(販売費及び一般管理費) 

当連結会計年度における販売費及び一般管理費は32億34百万円となり、前連結会計年度に対し94百万円減

少いたしました。これは人件費の減少が主な要因であります。 

(営業利益) 

売上総利益の減少を経費の節約で一部はカバーしましたが、当連結会計年度における営業利益は５億75百

万円となり前連結会計年度に比べ71百万円減少しました。 

(2) 財政状態に関する分析
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(営業外損益) 

当連結会計年度における営業外損益は39百万円の収入となり、前連結会計年度に比べ23百万円増加しまし

た。この主因は、持分法による投資損失の減少によるものです。 

(経常利益) 

上記の結果、当連結会計年度における経常利益は６億14百万円となり前連結会計年度より47百万円減少い

たしました。 

(特別損益) 

当連結会計年度における特別損益は４億39百万円の損失となり、前連結会計年度に比べ３億49百万円増加

しました。この主因は、投資有価証券評価損の増加３億９百万円及び前期損益修正損61百万円によるもの

であります。 

（税金等調整前当期純利益） 

当連結会計年度の税金等調整前当期純利益は１億74百万円となり、前連結会計年度より３億97百万円減少

しました。 

（当期純利益） 

 当連結会計年度の当期純利益は、41百万円となり前連結会計年度より２億52百万円減少いたしました。 

(3) キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、６億20百万円となりまし

た。 

当連結会計年度中における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当連結会計年度において営業活動の結果獲得した資金は１億41百万円となりました。これは主に、税金等

調整前当期純利益１億74百万円、投資有価証券評価損３億29百万円に対し、法人税等支払額２億89百万円

と前連結会計年度にあった役員退職労金の支出85百万円等によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当連結会計年度において投資活動の結果回収した資金は37百万円となりました。これは主に、投資有価証

券の取得で56百万円、短期貸付金で20百万円の支出がありましたが、短期貸付金の回収が１億６百万円あ

ったことによるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当連結会計年度において財務活動の結果使用した資金は97百万円となりました。これは主に、借入金の増

加及び自己株式の取得によるものであります。 
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当社の利益配分に関する基本方針としましては、主に経営基盤の強化や設備資金を潤沢にするための内

部留保に努め、新規出店や新規事業開発等を行い業界内のシェア獲得が最大の株主還元であると考えてお

ります。 

 当連結会計年度の配当につきましては、１株当たり700円の配当の実施を予定しております。 

また、次期の配当につきましては、今期以上の収益を上げるべく努めてまいりますが、コスト増等の要因

もありますので、今期と同様に700円の配当とさせていただく予定とさせて頂きます。 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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継続的な事業のリスクといたしまして、当グループが積極的な出店や新規事業の開発を行う中での重要

な課題が、人材の確保及び育成であると認識しております。人材の確保につきましては、新卒社員、中途

社員の両方向からの優秀な人材を獲得するための積極的な活動を行っております。また、一度退社した社

員の再雇用も含め人材獲得のための仕組みを当グループ全体で取り組んでおります。社員の育成につきま

しては、当社研修システムであるテンポス道場や、店長研修、新卒研修等を行っており、当社のトレーニ

ングセンター化を一つの目標に掲げております。また、社内研修だけでは偏りがちな研修になるリスクも

把握しており積極的な外部研修の導入も行っております。 

 しかしながら、人材の確保及び育成の速度が当グループの出店速度、新規事業の展開速度に追いつかな

い場合には、新店舗及び新規事業の黒字化までの期間が長期化することが予想され、業績見通しに影響を

及ぼす可能性があります。 

  

(4) 事業等のリスク
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事業系統図は、次のとおりであります。 

  

 

★連結子会社（テンポス飲み食いファンド投資事業有限責任組合は表示しておりません） 

 ☆持分法適用会社 

  

  

2. 企業集団の状況
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当連結会計年度は１店舗の新規出店により、テンポスの店舗として全国43店舗（ＦＣ含む）の全国チ

ェーンとなりました。今後もさらなる出店を積極的に行ってまいります。 

 同時に、内装工事、人材派遣、ファイナンス等の飲食に関わる周辺業務に対して新規事業開発、業務

提携、資本参加などを積極的に進め、「フードビジネスプロデューサー」としての役割を強くしてまい

ります。 

毎期継続的な成長を目指すと同時に、一定の利益率を確保することを目標としております。売上高経

常利益率を重要な経営指標とし、10%以上の確保を長期的な目標としております。 

当社が目標として掲げている「100拠点売上高250億円」に対しましては、当連結会計年度には43店舗

となり着実な拡大を続けております。またリサイクル品販売強化のための買取センター（買取及び再生

部門）の増設に関しても積極的に取り組んでまいります。 

 現在の物販店の機能として店舗のみでなく、日本各地に店舗が存在するという全国ネットワークを生

かした情報の収集及び「フードビジネスプロデューサー」として「お客様のお役に立つ」という観点に

基づいた情報とサービスの提供を今後とも継続していく方針であります。 

当社の提供する飲食店向け情報とサービスの内訳は以下のとおりであります。 

①内装工事 

 飲食店開業のために必要な内装工事の受注。主に子会社である株式会社ハマケンを中心とした飲食店

向け内装工事事業のネットワークを確立してまいります。 

②店舗用リース及びクレジット 

 飲食店開業及び運営には資金面でのニーズが発生する可能性が高いと当社で見込んでおります。主に

子会社である株式会社テンポスファイナンスが営むリース・クレジット取扱の拡販が可能な情報の収集

が全国各地の店舗で可能であると考えております。 

③飲食事業者向けファンドの組成及び運用 

 業態、ビジネスモデルとしての魅力があり、各種資金の不足という問題を解消できれば大きく成長で

きると見込める飲食事業を運営する企業に対しては、子会社である株式会社テンポスインベストメント

を主とした投資活動を行ってまいります。 

④その他 

 飲食店の開業及び運営に必要である人材を確保するための人材派遣を主に当社グループ企業株式会社

ディースパークで行い、出店のための店舗物件の紹介を主に同株式会社テンポス店舗で行い、不振事業

の再生及び立て直しを主に同株式会社ＲＣＰで行ってまいります。  

現在の個人消費の冷え込みからくる外食産業の不況の影響により当社ではリサイクル品の買取件数が

増加しております。また、これまでは大手飲食企業のみが出店可能であった飲食店向け優良不動産物件

に、当社の主要顧客である中小・中堅飲食企業及び個人の出店が可能になっている状態は今後の当社グ

ループの業績に優位に働く可能性が高いと見込んでおります。 

 このような状況の中で当社が対処すべき重要な課題となるものは以下のとおりであります。 

①買取センターの増設及び作業効率の見直しによるリサイクル品の収集確保。 

3. 経営方針

(1) 会社の経営の基本方針

(2) 目標とする経営指標

(3) 中長期的な会社の経営戦略

(4) 会社の対処すべき課題
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②確保したリサイクル品をより適切及び迅速に商品化するための再生機能の整備。 

③販売力の強化としましては、既存顧客のリスト化と電話営業による販売を行い、店舗を構えての待ち

の営業から売り込む体制作りへの取り組み及びこれまで取り扱いのなかった無線オーダーシステムや、

これまで商品だけの取り扱いであったエアコン等を工事を含めた提案販売を行ってまいります。また、

全販売員をセールスマン化するための研修を実施し、飲食店経営のための基本的な経済指標等のアドバ

イスを顧客より求められた場合のため接客訓練の実施。 

④定期的なイステーブルの輸入の実施により、新品・リサイクル品に次ぐ仕入れの第３の柱として育て

ると同時に、地区地区の地域に根付いている加工業者との提携によるイスの張り替えや、端数となった

テーブル類の規格品への加工販売により、リサイクル品を新品同様に仕上げ安さと粗利の確保の努めま

す。 

④当社の全国ネットワーク及び情報を利用したグループ各社の収益性向上。 

該当事項はありません。 

(5) その他、会社の経営上重要な事項
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